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）
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と
名
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垣
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屋
敷

四
九

は
じ
め
に

中
世
の
山
城
国
久
多
庄
は
久
多
郷
・
大
見
・
百
井
の
三
つ
の
領
域
か
ら
構
成
さ

れ（
1
）、
そ
れ
ぞ
れ
近
世
の
久
多
五
か
村
（
上
村
・
中
在
地
村
・
下
村
・
川
合
村
・

宮
谷
村
）・
大
見
村
・
百
井
村
、
そ
し
て
現
在
の
京
都
市
左
京
区
久
多
（
上
の
町
・

中
の
町
・
下
の
町
・
川
合
町
・
宮
の
町
）・
大
原
大
見
町
・
大
原
百
井
町
に
比
定

す
る
こ
と
が
で
き
る（
2
）。
長
承
二
年
（
一
一
三
八
）
七
月
十
二
日
明
法
博
士
中

原
明
兼
勘
注
に
引
用
さ
れ
る
康
平
七
年
（
一
〇
六
四
）
閏
五
月
日
宇（
藤
原
頼
通
）

治
殿
政
所
下

文（
3
）に
は
「
法
成
寺
領
三
尾
杣
・
大（
大
見
カ
）虫・
山
内
・
久
多
・
治（
針
畑
）幡
」
と
見
え
て
お
り
、

「
久
多
」
が
藤
原
道
長
の
建
立
し
た
法
成
寺
の
所
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
「
久
多
」
と
い
う
地
名
の
初
見
史
料
で
あ
る
。
つ
い
で
平
治
元
年

（
一
一
五
九
）
四
月
日
前（

藤

原

忠

通

）

太
政
大
臣
家
政
所
下
文
案（
4
）は
、「
久
多
・
針
幡
・
大

見
三
箇
所
」
の
見
作
田
三
十
五
町
を
大
悲
山
寺
の
寺
領
と
し
、
そ
の
「
杣
山
」
に

つ
い
て
は
「
平
等
院
・
法
成
寺
修
理
杣
所
」
と
し
て
年
序
を
経
た
も
の
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
い
ず
れ
も
久
多
が
山
間
地
域
の
杣
た
る
荘
園

と
し
て
権
門
に
把
握
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（
5
）。
中
世
の
久
多
庄
は
、
足

利
氏
が
地
頭
職
を
持
つ
荘
園
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き（
6
）、
の
ち
に
醍
醐

寺
三
宝
院
領
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（
7
）。
近
世
に
至
り
久
多
五
か
村
は
、
一

部
に
三
宝
院
の
支
配
を
残
し
た
ま
ま
、
山
城
国
内
に
あ
り
な
が
ら
も
隣
接
す
る
近

江
国
朽
木
氏
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
と
な
る（
8
）。

こ
の
久
多
に
関
す
る
研
究
で
は
、
民
俗
学
の
分
野
で
な
さ
れ
た
も
の
が
厚
い
蓄

積
を
誇
る
。
こ
れ
に
は
、
毎
年
八
月
二
十
四
日
の
夜
に
久
多
の
鎮
守
社
（
上
の
宮

神
社
・
大
川
神
社
・
志
古
淵
神
社
）
で
行
わ
れ
る
花
笠
踊
や
年
中
行
事
を
調
査
し

た
も
の（
9
）、
民
具
・
食
文
化
・
居
住
形
態
な
ど
に
注
目
し
て
山
村
生
活
を
記
録

し
た
も
の（
10
）、
戦
後
ま
で
行
わ
れ
た
炭
焼
き
技
術
を
記
録
し
た
も
の（
11
）な
ど

が
あ
る
。

つ
ぎ
に
文
化
財
学
の
分
野
で
な
さ
れ
た
近
年
の
報
告
が
あ
る
。
平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
）
に
は
毎
年
八
月
の
観
音
講
で
転
読
に
用
い
ら
れ
る
大
般
若
経
が
、

鎌
倉
時
代
の
奧
書
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
平
成
二
十
二
年
に
は
志

古
淵
神
社
に
保
管
さ
れ
る
木
製
五
輪
塔
が
、
平
安
時
代
後
期
に
遡
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（
12
）。

他
方
で
歴
史
学
（
文
献
史
学
）
の
分
野
で
は
、
公
文
に
よ
る
土
地
集
積
と
「
階

山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷
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級
的
矛
盾
」（13
）、
戦
国
期
ま
で
存
続
し
た
公
方
年
貢
と
荘
園
制
的
収
取
秩
序（
14
）、

洛
北
の
商
人
大
森
氏
や
近
江
の
在
地
領
主
朽
木
氏
に
よ
る
代
官
請（
15
）、
隣
接
す

る
葛
川
と
の
境
界
紛
争（
16
）、
古
文
書
に
記
さ
れ
た
「
木
印
」
や
惣
の
花
押（
17
）

な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
久
多
庄
の
領
域
内
部
の
様
相
に
つ
い
て
は
研

究
が
な
く
、
久
多
庄
ま
た
は
そ
の
内
部
の
村
落
の
特
質
を
解
明
す
る
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

平
成
三
十
年
三
月
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
よ
り
史
料
集
、『
久
多
荘
文
書
』（18
）

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
館
員
、
宇
野
日
出
生
・
野
地
秀
俊
両
氏
の
尽
力
に
よ

る
も
の
と
う
か
が
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
集
の
刊
行
に
よ
り
、
久
多
の
史
料
状
況

は
著
し
く
改
善
さ
れ
た（
19
）。
今
後
の
研
究
の
進
展
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
同
書
に
は
、
土
地
売
券
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
世
の
久
多
郷
内
部
の
地

名
を
記
し
た
多
く
の
史
料
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
史
料
を
適
確
に
理
解

し
、
将
来
の
久
多
庄
研
究
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
地
名
を
で
き
る

限
り
現
地
に
比
定
し
、
住
民
の
屋
敷
の
所
在
地
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
作
業
を
行
い
、
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
久
多

郷
の
特
質
に
つ
い
て
素
描
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
章
で
は
、
中
世
地
名
の
比
定
に
用
い
る
史
料
等
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
性
質
を
分
析
す
る
。
中
世
地
名
を
現
地
比
定
す
る
に
は
、
中
世
史
料
を
基
本

と
し
て
、
近
世
・
近
現
代
に
及
ぶ
史
料
を
通
時
代
的
に
活
用
し
、
ま
た
現
地
で
得

ら
れ
る
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
内
容
と
突
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

中
世
荘
園
史
・
村
落
史
研
究
の
基
礎
作
業
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
第
二
章
で
は
、五
つ
の
町
域
ご
と
に
中
世
地
名
の
現
地
比
定
を
試
み
る
。

こ
こ
で
は
地
名
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
屋
敷
の
所
在
地
・
家
名
・
屋
号
に
つ
い
て

も
検
討
を
加
え
る
。そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
住
民
の
居
住
実
態
を
知
る
こ
と
は
、

村
落
の
盛
衰
を
辿
る
上
で
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
中
世
久
多
郷
の
景
観
に
つ
い
て
、
土
地
単
位
の
点
か
ら
検
討
を

試
み
る
。
久
多
庄
で
は
名み

ょ
うに
よ
る
荘
園
制
的
な
徴
税
シ
ス
テ
ム
が
中
世
末
に
至
る

ま
で
機
能
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
土
地
単
位
が
、

垣か
い
と内
と
呼
ば
れ
る
土
地
単
位
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
課
題
と
す
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
久
多
郷
の
中
世
荘
園
あ
る
い
は
中
世
村

落
と
し
て
の
特
質
を
論
じ
て
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

一
、
中
世
地
名
比
定
の
典
拠
と
そ
の
検
討

（
1
）
中
世
史
料

「
岡
田
家
文
書
」「
東
本
家
文
書
」「
久
多
自
治
振
興
会
所
蔵
文
書
」　
『
久
多
荘

文
書
』
に
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
る
こ
れ
ら
三
つ
の
文
書
群
の
う

ち（
20
）、
一
部
に
近
世
の
も
の
を
含
む
文
書
・
系
図
・
制
札
、
合
わ
せ
て
三
四
三

点
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

「
岡
田
家
文
書
」（
二
七
七
点
）
は
中
世
に
公
文
職
を
つ
と
め
た
家
の
文
書
群
で

あ
る
。
土
地
売
券
が
多
く
を
占
め
、
十
六
世
紀
の
も
の
に
は
「
田
中
」「
岡
田
」

の
名
字
が
み
え
る
。
岡
田
氏
の
屋
敷
は
現
在
も
久
多
中
の
町
の
田
中
原
に
あ
る
。

「
東
本
家
文
書
」（
二
九
点
）
は
か
つ
て
下
の
町
に
屋
敷
を
構
え
た
東
本
氏
が
伝
え

た
文
書
群
で
あ
る
。
こ
の
文
書
群
に
は
「
大
屋
（
家
）」
を
買
主
と
す
る
売
券
が

多
く
み
ら
れ
る
。「
久
多
自
治
振
興
会
所
蔵
文
書
」（
三
七
点
）
は
、
も
と
志
古
淵

神
社
の
宝
蔵
に
保
管
さ
れ
た
も
の
で
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
室
町
幕
府
制
札
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の
ほ
か
、
祭
祀
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
含
ま
れ
、
共
有
文
書
と
し
て
の
性
格
が
強

い
。「

士
竪
家
文
書
」　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
（
以
下
、
歴
彩
館
）
に
収
蔵
さ

れ
る
。
現
在
も
上
の
町
に
屋
敷
を
構
え
る
士
竪
氏
が
伝
え
た
文
書
群
で（
21
）、
中

世
年
号
の
文
書
は
九
点
存
在
す
る
。
同
氏
の
名
字
は
中
世
史
料
に
「
士
竪
」
と
み

え
る
も
、
近
世
に
は
「
下
手
」
を
称
し
、
近
代
に
至
っ
て
「
士
竪
」
に
復
し
た
よ

う
で
あ
る
。

（
2
）
近
世
史
料

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
検
地
帳　

現
在
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
る（
22
）。
本
稿
で
は
同
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
六
冊
の
検
地
帳
を
仮
に
Ａ
〜
Ｆ

帳
と
整
理
し
た
﹇
表
1
﹈。

こ
の
検
地
帳
の
写
真
は
同
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、

閲
覧
が
可
能
で
あ
る（
23
）。
し
か
し
頁
の
の
ど
0

0

の
部
分
に
不
鮮
明
な
箇
所
が
あ
る

な
ど
、
参
照
上
の
問
題
が
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
筆
者
は
同
図
書
館
で
検
地
帳
原
本

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
公
開
写
真
の
う
ち
、
Ｂ
帳
29
／
82
枚
目
と

30
／
82
枚
目
と
の
間
に
見
開
き
一
頁
分
の
脱
落
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
す
べ
て

の
帳
に
わ
た
り
文
字
の
撮
り
残
し
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

Ｅ
帳
と
Ｆ
帳
は
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
帳
と
Ｂ
帳
の
写
で
、
名
請
人
を
変
更
す
る
旨
の
付

箋
や
、「
新
荒
」「
此
内
大
豆
弐
斗
ニ
相
定
、
慶
長
壱
七
年
ニ
開
申
候
、
但
三
畝
四

分
」
な
ど
後
年
の
追
記
が
み
ら
れ
、
村
ご
と
に
取
米
を
集
計
し
た
頁
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
六
冊
の
検
地
帳
が
山
城
国
で
あ
る
は
ず
の
「
久
多
郷
」（
こ
こ

で
は
大
見
村
・
百
井
村
を
含
む
）
を
一
様
に
「
江
州
」
と
し
て
い
る
の
は
、
代
官

で
あ
る
近
江
国
朽
木
氏
が
検
地
を
先
導
し
た（
24
）こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
検
地
帳
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
整
理
し
て
お
く
。﹇
表
2
﹈
は
検
地
帳

に
記
載
さ
れ
る
小
字
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
筆
番
は
本
稿
筆
者
が
Ａ
帳
↓
Ｂ

帳
の
順
で
つ
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
久
多
に

存
在
し
た
地
名
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
検
地
帳
に
貼
ら
れ
た
付

箋
が
指
示
す
る
冊
ご
と
の
検
地
範
囲
は
、
現
在
の
町
域
と
若
干
の
齟
齬
が
あ
り
、

注
意
が
必
要
で
あ
る
。﹇
表
3
﹈
は
検
地
帳
か
ら
検
出
で
き
る
屋
敷
の
所
在
地
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

過
去
帳　

筆
者
は
下
の
町
自
性
寺
と
宮
の
町
龍
宝
寺
に
お
い
て
、「
過
去
簿
」

の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
。
記
さ
れ
た
没
年
の
上
限
は
、前
者
が
弘
化
年
間（
一
八
四
四

―
四
八
）、
後
者
が
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
―
八
一
）
で
あ
る
。

（
3
）
近
現
代
資
料

地
籍
図　

現
在
久
多
で
通
用
す
る
地
番
は
、
京
都
地
方
法
務
局
に
収
蔵
さ
れ
る

「
旧
土
地
台
帳
附
属
地
図
」（25
）と
一
致
す
る
。
こ
の
「
旧
土
地
台
帳
附
属
地
図
」

の
う
ち
字
市
後
谷
原
の
図
に
は
、「
明
治
参
拾
弐
年
九
月
製　

製
圖
者　

岡
田
清

治
郎
（
印
）」
と
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
作
成
年
次
が
判
明
す
る
。

つ
ぎ
に
、
歴
彩
館
が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
京
の
記
憶
ア
ー
カ
イ
ブ
』
に

公
開
さ
れ
る
「
官
有
地
籍
図
」
に
つ
い
て
述
べ
る（
26
）。
現
在
同
サ
イ
ト
で
は
久

多
を
含
む
愛
宕
郡
に
加
え
、
乙
訓
郡
・
葛
野
郡
・
京
都
市
中
各
所
の
「
官
有
地
籍

図
」
が
公
開
さ
れ
て
い
る（
27
）。
幸
い
に
も
久
多
の
範
囲
を
収
め
た
「
官
有
地
籍

図
」（28
）が
現
存
し
て
お
り
、
同
サ
イ
ト
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
「
官
有

地
籍
図
」
上
の
地
番
は
、「
旧
土
地
台
帳
附
属
地
図
」
の
地
番
と
一
致
し
な
い
。
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［表 2］慶長 7年検地帳にみる久多五か村内の小字
付箋 筆番 小字名 付箋 筆番 小字名 付箋 筆番 小字名

中
在
地

1～10 宮脇
上
村

644～671 まつノかわふち

下
村

1136～1139 草田
11～23 大屋ノ向 672～700 谷向 1140～1143 職事田
24～56 中垣内 701～726 山下 1144～1147 職事田垣内
57～59 大川ノ前

川
合

727～777 庵ノ下 1148～1161 敷谷口
60 さは垣内 778～779 もとす 1162～1170 こくぜ垣内
61～108 小南垣内 780 小瀧垣内 1171 清水下
109～110 左近林 781～799 ほそ田 1172～1179 しやふ田
111～156 瀧のかた 800～868 道ノ上 1180～1191 瀧ノかた
157～160 かたふち 869～871 小瀧 1192～1193 庵ノ下
161～180 三屋垣内 872～932 風呂向 1194～1195 大西垣内
181～197 三屋川原 933～935 椿 1196～1207 大西ノ上
198～206 さくわ 936～940 いわノ下 1208～1215 大西垣内
207～212 いくち 941～942 ゆりノ下 1216 鞍馬田
213～240 和田ノ前

下
村

943～953 ゆりノ下 1217～1230 高瀬垣内

上
村

241～290 和田ノ前 954～958 牧野 1231～1236 宮ノ前
291～313 谷ノ向 959～970 川合

宮
谷

1237 宮ノ前
314～356 ひのつめ 971～1000 自性寺垣内 1238～1443 竹上ノ下
357～383 小畑垣内 1001～1011 かうとかい垣内 1444～1445 竹上
384～388 岸ノ向 1012 大黒谷 1446～1478 古君道口
389～436 木戸ノ前 1013～1022 もちやノ下 1479～1530 宮ノ脇
437～504 堂ノ前 1023～1053 大黒谷 1531～1547 宝聚庵ノ下
505～542 家ノ下 1054～1073 風呂下 1548～1575 林ノ前
543～558 道ノ下 1074～1077 東垣内 1576～1588 隠谷口
559～562 すいせんノ下 1078～1088 谷ノ前 1589～1593 奥谷口
563～597 みなし谷口 1089～1115 大江前 1594～1618 蛇谷口
598～601 ゑち垣内 1116～1134 川はた 1619～1629 宮脇
602～643 市後谷 1135 畑田 1630～1669 古君道口

［表 1］慶長 7年（1602）久多郷検地帳の一覧
帳簿 史料名 請求番号 筆数 付箋
Ａ帳 江州久多郷御検地帳 ヨ 219-104 726 中在地・上村
Ｂ帳 江州高島郡久多郷検地帳 ヨ 219-100 943 川合・下村・宮谷
Ｃ帳 江州高島郡朽木内久多郷内百井村御検地帳 ヨ 219-102 199 百井村
Ｄ帳 江州高島郡朽木内大見村検地帳 ヨ 219-105 581 大見村
Ｅ帳 江州高島郡朽木内久多郷検地帳 ヨ 219-101 726
Ｆ帳 江州高島郡朽木内御検地帳 ヨ 219-103 943
・史料名・請求番号は筑波大学附属図書館の整理による。
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［表 3］慶長 7年検地帳にみる屋敷の分布
付箋 筆番 地名 人名 付箋 筆番 地名 人名

中
在
地

64 小南垣内 岸下源五郎

川
合

908 風呂向 五郎四郎
72 小南垣内 ※小南太郎三郎 914 風呂向 三郎二郎
81 小南垣内 孫三郎 917 風呂向 彦大夫
87 小南垣内 岩林兵衛 919 風呂向 与三郎
92 小南垣内 小瀧 927 風呂向 五郎四郎
134 瀧ノかた 大屋右近二郎 931 風呂向 二郎衛門
136 瀧ノかた 大屋三郎二郎

下
村

946 ゆりノ向 今坂左近五郎
142 瀧ノかた 新二郎 965 川合 引尾四郎衛門
189 三屋川原 三屋 979 自性寺垣内 孫四郎
201 さくわ 中在地平二郎 999 自性寺垣内 かうとかい
204 さくわ 檀弥三郎 1003 かうとかい垣内 かうとかい
217 和田ノ前 ※和田七郎 1025 大黒谷 三郎二郎
219 和田ノ前 ※和田泉大夫 1041 大黒谷 藤五郎

上
村

303 谷ノ向 さわ与三郎 1105 大江前 大西二郎五郎
334 ひのつめ 太郎五郎 1125 川はた 大江
338 ひのつめ ※檀林馬二郎 1128 川はた 三蔵
366 小畑垣内 中嶋彦太郎 1131 川はた せ戸三郎二郎
372 小畑垣内 源三郎 1133 川はた 弥介
401 木戸ノ前 ※木戸源二郎 1156 敷谷口 まへ左近五郎
403 木戸ノ前 木戸彦太郎 1157 敷谷口 太右衛門
404 木戸ノ前 ※木戸弥二郎 1158 敷谷口 太三郎
458 堂ノ前 橋爪弥五郎 1166 こくぜ垣内 こくぜ
461 堂ノ前 馬三郎 1170 こくぜ垣内 かうじや
466 堂ノ前 宗仙 1199 大西ノ上 大西
471 堂ノ前 藤二郎 1212 大西垣内 清水源三郎
476 堂ノ前 かちや 1213 大西垣内 五郎太郎
480 堂ノ前 ※山手孫三郎

宮
谷

1266 竹上ノ下 二郎三郎
488 堂ノ前 孫太郎 1269 竹上ノ下 さかみ左近四郎
490 堂ノ前 下手馬太郎 1291 竹上ノ下 ※中坊馬三郎
499 堂ノ前 岩淵 1293 竹上ノ下 さかみ
500 堂ノ前 三郎五郎 1295 竹上ノ下 源二郎
504 堂ノ前 左近五郎 1318 竹上ノ下 坊源五郎
544 道ノ下 北大江左近二郎 1319 竹上ノ下 衛門二郎
545 道ノ下 左近四郎 1324 竹上ノ下 引物屋
548 道ノ下 二郎三郎 1329 竹上ノ下 引物屋
553 道ノ下 榎本彦二郎 1406 竹上ノ下 右近太郎
558 道ノ下 ※上谷孫二郎 1411 竹上ノ下 右近三郎
566 みなし谷口 ※奥左近太郎 1412 竹上ノ下 奥三郎左衛門
618 市後谷 ※北左近三郎 1413 竹上ノ下 水口
710 山下 右近二郎 1430 竹上ノ下 竹上源八
715 山下 石田 1431 竹上ノ下 源五郎
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五
四

し
た
が
っ
て
「
官
有
地
籍
図
」
の
作
成
年
次
は
、「
旧
土
地
台
帳
附
属
地
図
」
が

作
成
さ
れ
た
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
年
）
以
前
に
遡
る
も
の
で
あ
ろ
う（
29
）。

本
稿
の 

付
録
1
は
、「
官
有
地
籍
図
」
の
う
ち
「
愛
宕
郡
久
多
村
山
地
図
面
」

と
題
さ
れ
た
原
図
五
枚
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
久
多
の
全
領
域
を
収

め
た
地
図
で
、地
割
ご
と
に
山
地
の
「
字
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

付
録
1
で
は
、

こ
の
「
字
」
に
北
か
ら
順
に
□
囲
み
の
番
号
を
つ
け
、
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
地

名
の
ル
ビ
を
付
し
、
鎮
守
三
社
の
所
在
地
を
神
社
の
地
図
記
号
で
示
し
た
。

 

付
録
2
は
、「
官
有
地
籍
図
」
の
う
ち
屋
敷
や
耕
地
が
広
が
る
領
域
を
収
め
た

原
図
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
縮
尺
は 

付
録
1
の
そ
れ
よ
り
大
き
く
、

記
述
は
よ
り
精
細
で
あ
る
。
宅
が
薄
赤
、
田
が
黄
、
畑
が
濃
緑
、
荒
が
薄
緑
、
道

が
濃
赤
、
河
川
お
よ
び
水
路
が
青
で
色
分
け
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
土
地
利
用
の

あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
な
お
本
稿
で
は
印
刷
の
都
合
に
よ
り
白
黒
で
あ

る
）。 

付
録
2
で
は
原
図
の
「
字
」
に
北
か
ら
順
に
○
囲
み
の
番
号
を
つ
け
、
あ

わ
せ
て
谷
の
名
前
（
ひ
ら
が
な
表
記
・
↓
は
流
水
方
向
）
や
宗
教
施
設
な
ど
、
聞

き
取
り
で
知
り
得
た
情
報
を
加
筆
し
た
。
ま
た
屋
敷
の
所
在
地
は
黒
く
塗
り
、
屋

敷
を
指
す
吹
き
出
し
の
上
段
に
は
家
名
、
下
段
に
は
屋
号
を
記
し
て
、
適
宜
〈
本

家
〉〈
分
家
〉
の
別
を
示
し
た
。
十
一
枚
か
ら
な
る 

付
録
2
の
範
囲
は
﹇
図
﹈
に

示
し
た
通
り
で
あ
る
。

聞
き
取
り　

筆
者
は
平
成
三
十
年
八
月
十
七
日
・
九
月
十
七
日
・
十
月
十
八
〜

十
九
日
・
平
成
三
十
一
年
一
月
五
日
・
三
月
十
七
日
・
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）

八
月
二
十
四
〜
二
十
五
日
に
久
多
を
訪
れ
、
岩
淵
定
次
氏
（
上
の
町
・
一
九
三
三

年
生
・
仏
陀
山
徳
恩
禅
寺
運
営
協
議
会
会
長
）、
辻
光
男
氏
（
上
の
町
・

一
九
二
六
年
生
）、
故
岡
田
芳
治
氏
（
中
の
町
・
一
九
三
六
年
生
・
久
多
自
治
振

718 山下 源三郎 1487 宮ノ脇 ※高瀬左近二郎
722 山下 左近二郎 1506 宮ノ脇 ※新堀弥三郎
724 山下 ※岡田源介 1535 宝聚庵ノ下 こもいけ馬二郎

川
合

825 道ノ上 六郎大夫 1538 宝聚庵ノ下 馬二郎納屋
826 道ノ上 馬三郎 1539 宝聚庵ノ下 河原弥二郎
829 道ノ上 左近五郎 1542 宝聚庵ノ下 ※河原左近三郎
830 道ノ上 左近太郎 1544 宝聚庵ノ下 庄屋
833 道ノ上 田中 1556 林ノ前 林左近太郎
834 道ノ上 左近三郎 1559 林ノ前 林左近二郎
842 道ノ上 寺 1566 林ノ前 ※北谷清太郎
843 道ノ上 左近九郎 1568 林ノ前 庄屋孫二郎
847 道ノ上 藤内二郎 1571 林ノ前 ※上孫三郎
848 道ノ上 馬二郎 1572 林ノ前 上河原左衛門二郎
882 風呂向 介四郎 1602 蛇谷口 孫二郎
883 風呂向 二郎太郎 1606 蛇谷口 芝原左近太郎
887 風呂向 馬四郎 1635 古君道口 餅田（「庄屋餅田」）
891 風呂向 介三郎 1636 古君道口 餅田こなべ
893 風呂向 小介 1664 古君道口 八郎五郎

注…家名にあたるものは傍線・太字とした。
注…※は前後の記述より家名を推定したもの。



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷

五
五

興
会
会
長
〔
当
時
〕）、小
瀧
忠
雄
氏
（
下
の
町
・
一
九
二
八
年
生
）、常
本
治
氏
（
宮

の
町
・
一
九
五
五
年
生
・
元
農
協
関
係
者
）、
ほ
か
多
く
の
方
か
ら
地
名
や
屋
号

等
に
つ
い
て
ご
教
示
を
頂
い
た
。
な
お
、
各
町
の
代
表
者
か
ら
は
地
名
・
屋
号
の

紙
上
公
表
に
つ
い
て
、
事
前
に
了
承
を
得
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

二
、
中
世
地
名
の
比
定

﹇
表
4
﹈
は
久
多
の
中
世
史
料
に
み
る
地
名
と 

付
録
1
・ 

付
録
2
の
地
名
を
対

照
さ
せ
、
寄
進
売
買
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。﹇
表
4
﹈
を
一
見
す
る

だ
け
で
、
十
五
世
紀
に
遡
る
地
名
が
現
在
ま
で
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
以
下
﹇
表
4
﹈
の
整
理
番
号
を
〈 

〉
で
示
す
。

久
多
庄
の
周
辺
で
は
十
五
世
紀
前
半
以
降
、
針
畑
惣
庄
や
葛
川
惣
庄
、
途
中
惣

庄
な
ど
荘
園
の
領
域
と
一
致
す
る
共
同
体
の
活
動
が
史
料
上
に
表
れ
て
く

る（
30
）。
久
多
に
お
い
て
も
、
十
五
世
紀
前
半
の
〈
15
〉
か
ら
「
久
多
惣
庄
」
の

活
動
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
久
多
郷
内
部
の
村
は
、
い
つ
頃
か
ら

確
か
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

応
永
三
十
二
年
の
〈
11
〉
で
は
「
上
村
壱
結
衆
堂
」
へ
の
寄
進
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
近
世
の
上
村
に
繋
が
る
共
同
体
の
存
在
が
わ
か
る（
31
）。
天
文
九
年

〈
75
〉
に
は
「
中
在
惣
中
」
が
土
地
を
売
却
し
て
い
る
。
こ
れ
も
近
世
の
中
在
地

村
に
繋
が
る
共
同
体
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
村
落
間
の
境
界
は
不
明
な

が
ら
、
十
五
世
紀
頃
に
は
近
世
の
五
か
村
、
そ
し
て
現
代
の
五
つ
の
町
に
つ
な
が

る
久
多
郷
内
部
の
村
落
が
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

川
嶋
將
生
氏
は
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
久
多
村
庄
屋
餅
田
久
三
郎
が
京

・国土地理院 2万 5千分 1地形図「久多」（部分）に加筆した。

［図］付録 2の範囲
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［表 4］「官有地籍図」と中世史料の地名対照
現代
町域
「官有地籍図」

地名
整理
番号 案件 年号 西暦 中世史料上の地名 対象 関係者（→は権利の移動） 典拠

上
の
町

［5］長瀬谷 〈1〉 売却 永正 3 1506 上村てうせ 山地 南左近→公文殿 岡 111
③六反田 〈2〉 売却 永禄 8 1565 上村六段田 田地 橋爪三郎次郎→岡筑後守殿 岡 242
⑥才ノ神街道 〈3〉 売却 天文 6 1537 向のさいの谷 萱山 橋爪次郎兵衛→馬別当中之権守殿 岡 149
⑧樋ノ谷 〈4〉 売却 延徳 3 1491 たん林垣内 畠地 南源八→中嶋道見禅門 士 3

⑨小畑街道

〈5〉 売却 嘉吉元 1441 大畑の前のなしの木下 畠地 大畑治部→番別当寿阿弥陀仏 岡 53
〈6〉 売却 永禄 9 1566 上村大畑カイト 田地 上村奥左近太郎→岡筑後守殿 岡 245
〈7〉 売却 文明 9 1477 中嶋垣内 竹林 中嶋権守→公文殿 岡 72

〈8〉 売却 長享 2 1488 中嶋垣内 田地 馬別当右馬次郎権守→田中公文殿・太郎左衛門殿 岡 89

〈9〉 売却 明応 8 1499 中嶋之向 山畠 中嶋新次郎→中嶋道立 士 5〈10〉 売却 文亀 2 1502 中嶋道立→士竪忠次郎
〈11〉 寄進 応永 32 1425 畠地 木戸神主→上村壱結衆堂 自 21

⑩木戸街道

〈12〉 売却 永正 15 1518 木戸ノムカイ 山地 後木戸右近次郎→公文太郎左衛門殿 岡 117
〈13〉 売却 永禄 8 1565 上村内・木戸ノ前 田地 木戸弥太郎→岡筑後守殿 岡 241
〈14〉 売却 永禄 9 1566 木戸西ノ門 田地 上村山手八郎太郎→岡田太郎左衛門殿 岡 244
〈15〉 売却 永享 8 1436 上宮前 畠地 岩松房→久多惣庄 自 23
〈16〉 売却 文明 10 1478 上宮脇 田地 大屋孫三郎→公文方 岡 77
〈17〉 売却 文明 18 1486 上宮ノ下神田・上宮わき 田地 馬別当善阿弥→公文殿 岡 87
〈18〉 売却 長享 2 1488 上宮橋爪 田地 三屋馬次郎→ 岡 90
〈19〉 売却 明応□ 上宮前 田地 後大屋左衛門→太郎左衛門殿 岡 105
〈20〉 売却 明応 9 1500 上宮神田クホ 下地 木戸藤四郎→太郎左衛門殿 岡 106
〈21〉 売却 享禄元 1528 上宮の下 田地 大下掃部→後大屋まこ三郎 岡 133
〈22〉 売却 天文 3 1534 上ノ宮ノ前 田地 荒堀弥三郎→公文太郎左衛門 岡 140
〈23〉 売却 天文 13 1544 上ノ御宮ノ向ヒノツメ 山・田 中嶋弥三郎→公文殿 岡 194
〈24〉 売却 天文 15 1546 上宮之向 山地 三屋三郎→公文太郎左衛門尉殿 岡 201
〈25〉 売却 天文 21 1552 上宮之むかい 山地 木戸衛門・同弥二郎→公文殿 岡 210
〈26〉 売却 永禄 9 1566 上宮ノ前 田地 谷源八→林さいわか 士 8〈27〉 売却 天正 7 1579 さいわか→士竪方

⑪池の原

〈28〉 売却 文正元 1466 池かいとくらま田 田地 宮脇とらこせ→田中掃部殿 岡 67
〈29〉 売却 応仁元 1467 鞍馬田 田地 宮脇尼→公文殿 岡 68
〈30〉 売却 享禄 3 1530 池ノカイト 畠地 下中重実→公文源三郎殿 岡 136
〈31〉 売却 天文 22 1553 池之かいと 田地 新堀弥三郎→かうし屋権守殿方 東 18

中
の
町

⑫小南原

〈32〉 売却 寛正 2 1461 小南ウハ御前垣内 畠地 小南刑部→源三郎殿御方 岡 64
〈33〉 売却 天文 7 1538 坊カイト 田地 後三屋女房→公文殿 岡 155
〈34〉 売却 天文 13 1544 坊カイト 田地 和田源三郎→公文殿 岡 195
〈35〉 売却 弘治 2 1556 坊かいと 田地 岩林近頭→宮川与介殿 岡 227
〈36〉 売却 天正 2 1574 小南坊かいと 田地 宮川越前守頼定→公文殿御方 岡 252

［12］観音谷

〈37〉 売却 文明 17 1485 観音堂の向谷口・中 畠地 三屋与大夫→太郎左衛門殿 岡 84
〈38〉 売却 文亀元 1501 観音堂之向 畠地 谷源三郎→公文源三郎殿 岡 107
〈39〉 売却 大永 3 1523 観音当向小谷口 畠地 ゑちせん→公文太郎左衛門殿 岡 125
〈40〉 譲渡 永享 10 1438 なか畑谷 萱山 田井中虎女→田中左衛門殿 岡 51
〈41〉 売却 文明 7 1475 中畑之上 畠地 西田優婆→公文殿 岡 71
〈42〉 売却 文明 9 1477 中畑檀上 畠地 河井右馬→公文方 岡 73
〈43〉 売却 長享元 1487 中畑谷ヒヨカ谷 山地 小南与平次→公文殿 岡 88
〈44〉 売却 天文 7 1538 中畑ノカイト 田地 岸下源左衛門尉→公文殿御父子 岡 157
〈45〉 売却 天文 9 1540 たんノ谷山・中畑上小谷 山地 北左衛門→公文殿 岡 172
〈46〉 売却 天文 20 1551 中ノ ノ前 田地 岸下源三左衛門→公文殿 岡 209
〈47〉 売却 文明 16 1484 六地蔵の向九十・九十分 田地 馬別当馬二郎→田中権守殿 岡 83
〈48〉 売却 天文 7 1538 九十歩 田地 小南右近次郎→公文殿 岡 154
〈49〉 売却 永禄 8 1565 中在地之内、字ハ九十歩 田地 上村山手孫三郎→岡筑後守殿 岡 243

⑬ミツヤ原

〈50〉 売却 天文 8 1539 三屋カイト 田地 城戸右衛門尉→公文殿 岡 166
〈51〉 売却 天文 10 1541 三屋ノ前 畠地 中三屋後家→公文太郎左衛門尉殿 岡 176
〈52〉 売却 永禄 2 1559 三屋かいと 畠地 中三屋→公文殿 岡 230
〈53〉 相博 文明 18 1486 タン上 畠地 左近三郎→太郎左衛門殿 岡 86
〈54〉 売却 天文 17 1548 壇之上 畠地 小河清水石松女→公文殿 岡 204



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
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・
垣
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・
屋
敷

五
七

中
の
町

⑭田中原

〈55〉 売却 永享 11 1439 田中南の前 麻畠 田中三郎大夫→左衛門殿 岡 52
〈56〉 売却 文安 4 1447 田中垣内 畠地 槙野三郎大夫→田中右馬殿 岡 55
〈57〉 売却 寛正元 1460 田中垣内 畠地 ほての女房→源三郎殿方 岡 63
〈58〉 売却 文明 2 1470 田中墻内 畠地 小瀧権守→公文殿 岡 69
〈59〉 売却 文明 10 1478 田中垣内 畠地 下中権守→公文方 岡 75
〈60〉 売却 文明 10 1478 田中前 田地 小南藤内次郎→掃部殿 岡 76
〈61〉 相博 文明 13 1481 田中上 山地 道祐→谷大ノ左衛門殿 岡 81
〈62〉 売却 明応 4 1495 田中 屋敷 馬次郎→公文太郎左衛門尉殿 岡 104
〈63〉 売却 永正 15 1518 田中ノ垣内上中ノ上 畠地 田中松法師→公文源三郎 岡 116
〈64〉 売却 大永 8 1528 田中かいと 田地 中嶋弥三郎→公文源三郎殿御方 岡 130
〈65〉 売却 天文 10 1541 田中カイト 田地 大下掃部道心→公文殿 岡 177
〈66〉 売却 天文 11 1542 田中カイト上田ノ水口 田地 大下掃部→公文殿 岡 187
〈67〉 売却 天文 11 1542 田中ノ竹口 畠地 大下源三郎→公文殿 岡 186
〈68〉 売却 文明 12 1480 田中川くほ 畠地 小南刑部→掃部殿 岡 80
〈69〉 売却 長享 3 1489 かわくほ 畠地 小南刑部→しゆうとの 岡 91
〈70〉 売却 大永 5 1525 川くほ 田地 ゑちせん坊→公文源三郎殿 岡 127
〈71〉 売却 大永 6 1526 川くホ 畠地 岩ふき三郎五郎→弥三郎方 岡 128

［10］東側 〈72〉 売却 天文 9 1540 堂谷はやさこ 山地 下中権守→正永 岡 174
〈73〉 売却 永和 2 1376 南垣戸ヒヱ田 田地 沙弥正久→ 岡 36
〈74〉 売却 文明 16 1484 いくち・岩林かきうち 田地 馬別当馬二郎→田中かもん殿 岡 82
〈75〉 売却 天文 9 1540 ロク堂舟カ谷 山地 中在惣中→大家左近殿 東 11

下
の
町

⑮左近ノ原

〈76〉 売却 長禄 4 1460 さこの林 畠地 源三郎→公文殿御方 岡 62
〈77〉 売却 文明 7 1475 大屋之向 田地 大屋孫三郎→公文殿 岡 70
〈78〉 売却 享禄 5 1532 大家の下 田地 新屋藤内二郎→大家左近殿 東 2
〈79〉 売却 天文 7 1538 大家ノムカイ 田地 和田泉大夫→水口馬次郎方 岡 159
〈80〉 売却 天文 8 1539 中座堂田 田地 神主中坊→公文殿 岡 165
〈81〉 売却 天文 11 1542 大屋の向 田地 上村水口馬次郎→公文太郎左衛門殿 岡 189

⑰瀧ノ下

〈82〉 売却 天文 7 1538 小瀧之東 畠地 小瀧権守→岩神太郎衛門方 東 4
〈83〉 売却 天文 11 1542 小瀧寺之谷シモテソハ 山地 小瀧権守→大家左近殿方 東 14

〈84〉 売却 天文 15 1546 小瀧恒 畠地 朽木岩神住人太郎右衛門尉→大家左近殿 東 16

⑱山花街道
〈85〉 売却 永正 16 1519 いわふち 山地 大西権守→公文太郎左衛門殿 岡 120

〈86〉 売却 天文 3 1534 岩渕ノ口 山地 ナカハタサイツル女→公文太郎左衛門御かた 岡 141

⑳東街道
〈87〉 売却 永和元 1375 しきしかたに 田畠 平氏女→ 自 17
〈88〉 売却 文明 12 1480 東之上 山地 東孫太郎→掃部殿 岡 79
〈89〉 売却 天文 7 1538 東大方 畠地 新屋兵衛→大家左近殿 東 5
〈90〉 売却 享禄元 1528 石田のうしろ 畠地 石田左近→田中しやう殿 岡 132
〈91〉 売却 天文 9 1540 石田之前 田地 やはな権守→公文殿 岡 170
〈92〉 売却 天文 11 1542 石田之ウシロ 畠地 石田左近→岡田太郎左衛門尉殿 岡 185
〈93〉 売却 明応 3 1494 職士田 田地 惣庄→公文太郎左衛門殿 岡 102
〈94〉 売却 天文 10 1541 敷地田 田地 大屋二郎衛門→大家左近殿方 東 13
〈95〉 売却 天文 7 1538 しやふた 田地 木戸衛門→大家左近方 東 7

川
合
町

〈96〉 支証 康暦 3 1381 牧野新坂之前 田地 公文宗性→ 自 18
〈97〉 売却 天文 8 1539 マキノ谷 山地 小南右近次郎→公文殿 岡 164
〈98〉 売却 天文 9 1540 まきの谷 山地 後三屋→公文殿 岡 173
〈99〉 売却 天文 11 1542 まきの谷之口 山地 三屋→公文殿 岡 180
〈100〉売却 永正 16 1519 今坂之向 田地 今坂左衛門太郎→宮之谷 岡 119
〈101〉売却 天文 6 1537 かねほり・西ハ今坂道峠 山地 宮谷孫三郎→惣中 岡 147
〈102〉売却 永正 9 1512 風呂屋之向 田地 鞍馬行円坊→公文殿 岡 112
〈103〉相博 大永 7 1527 風呂向上 田地 あか女→公文殿 岡 129
〈104〉売却 天文 11 1542 風呂ノ上 山地 大下源三郎→公文殿 岡 188

宮
の
町

［15］南谷 〈105〉売却 天文 7 1538 南谷腋ノ谷 山地 惣中→公文殿 岡 158

35古屋原

〈106〉寄進 応永 30 1423 宮脇 山地 田中左衛門→山城国久多庄下宮 自 20
〈107〉寄進 嘉吉 2 1442 下宮脇林 杉林 林左近→下宮大明神 自 24
〈108〉売却 文安元 1444 下宮之脇 田地 田中福善→左衛門殿 岡 54
〈109〉売却 永正 2 1505 下宮脇上手 山・畠 後大屋左衛門→公文殿 岡 109
〈110〉売却 天文 7 1538 宮之腋 田地 下中権守→公文殿 岡 152
〈111〉売却 天文 8 1539 宮之腋 田地 下中権守→公文殿 岡 162
〈112〉売却 天文 9 1540 下宮之腰 田地 橋爪兵衛→竹上源八 岡 175



村　

上　

絢　

一

五
八

都
町
奉
行
に
提
出
し
た
山
城
国
愛
宕
郡
久
多
村
寺
社
書
上
状
（
岡
田
家
文
書
）
を

検
討
し
、
近
世
の
久
多
に
は
、
上
村
に
自
得
庵
、
中
村
に
洞
雲
庵
と
安
楽
寺
、
下

村
に
自
性
寺
、
川
合
村
に
玉
泉
庵
、
宮
谷
村
に
竜
雲
庵
と
宝
聚
庵
が
存
在
し
、
い

ず
れ
も
朽
木
興
聖
寺
（
禅
宗
）
の
末
寺
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る（
32
）。
中
世
史

料
か
ら
こ
れ
ら
の
寺
院
の
存
在
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が（
33
）、
検
地
帳
に
は

地
名
と
し
て
「
ほ
う
し
ゆ
庵
ノ
下
」（
第
１
５
３
５
筆
な
ど
）、名
請
人
と
し
て
「
堂

ノ
坊
主　

川
合
分
惣
寺
」（
第
９
５
９
筆
）、「
自
性
寺
庵
」（
第
９
６
２
筆
）、「
瑠

璃
光
庵
」（
第
１
１
９
５
筆
）
な
ど
が
見
え
て
お
り
、
屋
敷
と
し
て
「
寺
」（
川
合

村
、
第
８
４
２
筆
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
五
つ
の
村
落
が
そ
れ
ぞ
れ

結
集
の
核
と
な
る
寺
院
を
持
ち
、
様
々
な
行
事
や
活
動
に
お
い
て
相
互
に
独
立
し

て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

な
お
今
日
の
久
多
で
は
、
町
の
境
界
ご
と
に
、
愛
宕
神
社
の
御
神
札
を
祀
っ
た

石せ
き

札ふ
だ

と
呼
ば
れ
る
祠
や
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
聞
き
取
り
で
知
り
得
た

石
札
の
所
在
地
は 

付
録
2
に
示
し
た
。
石
札
は
町
ご
と
の
社
会
的
な
ま
と
ま
り
、

あ
る
い
は
意
識
の
上
で
の
独
立
性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う（
34
）。

以
上
よ
り
、
今
日
の
久
多
五
か
町
の
地
域
単
位
が
お
お
よ
そ
十
五
世
紀
に
遡
る

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
現
在
の
町
の
単
位
に
即
し
て

中
世
地
名
の
比
定
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

（
1
）
上
の
町
域

現
在
の
上
の
町
で
は
、
久
多
川
右
岸
の
⑤
奥
谷
原
・
⑦
岩
渕
街
道
・
⑨
小
畑
街

道
を
中
心
に
屋
敷
が
集
中
し
て
お
り
、
五
つ
の
町
の
中
で
最
も
集
村
的
な
景
観
を

示
し
て
い
る
。
寺
院
に
は
徳
恩
寺
（
曹
洞
宗
）
の
一
か
寺
が
あ
る
が
、
近
世
の
自

得
庵
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

﹇
表
3
﹈
に
よ
る
と
、
慶
長
七
年
の
「
上
村
」
に
は
三
一
軒
の
屋
敷
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
檀
林
・
木
戸
・
下
手
（
士
竪
）・
岩
淵
・
大
江
の
諸
氏
に
つ
い
て
は
、

 

付
録
2
に
よ
り
近
代
ま
で
家
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
4
〉
の
「
た
ん
林
垣
内
」
は
、
現
在
檀
林
氏
の
屋
敷
が
あ
る
⑧
樋
ノ
谷
に
比

定
し
た
。〈
5
〉〈
6
〉
の
「
大
畑
（
カ
イ
ト
）」
は
、
現
在
小
畑
氏
の
屋
敷
が
あ

る
⑨
小
畑
街
道
に
比
定
し
た
。〈
7
〉〜〈
10
〉
の
「
中
嶋
垣
内
」
は
現
在
「
な
か

じ
ま
」
の
地
名
が
残
る
⑨
小
畑
街
道
の
南
部
に
比
定
し
た
。
検
地
帳
で
は
「
小
畑

垣
内
」
に
中
嶋
彦
太
郎
の
屋
敷
が
あ
る
が
、
現
在
の
久
多
の
住
民
に
中
島
氏
は
お

ら
れ
な
い
。
中
世
史
料
の
「
上
宮
」
は
、
現
在
の
上
の
宮
神
社
に
比
定
し
た
。

（
2
）
中
の
町
域

現
在
の
中
の
町
は
、
⑪
池
の
原
南
部
か
ら
志
古
淵
神
社
を
南
端
と
す
る
⑭
田
中

原
ま
で
を
領
域
と
す
る
。
⑫
小
南
原
・
⑭
田
中
原
の
山
際
に
は
二
、
三
軒
ず
つ
の

屋
敷
が
あ
る
。
⑭
田
中
原
の
西
側
に
は
今
も
「
岡
田
家
文
書
」
を
伝
え
た
岡
田
氏

の
屋
敷
が
あ
り
、そ
の
周
囲
に
は
分
家
の
屋
敷
が
二
軒
あ
る
。
本
家
の
屋
号
は「
田

中
」、
分
家
二
軒
の
屋
号
は
「
マ
エ
」
と
「
ウ
シ
ロ
」、
あ
る
い
は
「
ト
ウ
タ
」
と

「
ウ
エ
」
と
さ
れ
て
い
る（
35
）。

こ
の
分
家
岡
田
氏
屋
敷
の
背
後
に
は
、
近
世
史
料
に
み
る
洞
雲
庵
と
同
一
の
も

の
と
み
ら
れ
る
、
尼
寺
の
存
在
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
故
岡
田
芳
治
氏
よ

り
、
明
治
末
年
の
中
の
町
に
お
け
る
天
理
教
の
進
出
に
よ
っ
て
洞
雲
庵
が
檀
家
を

失
い
、
つ
い
に
は
廃
寺
に
至
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
歴
彩
館
に
収

蔵
さ
れ
る
公
文
書
、
昭
和
十
四
年
「
寺
院
移
転
完
了
に
関
す
る
件
」（36
）で
、
洞



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷

五
九

雲
庵
を
福
井
県
三
方
郡
山
東
村
大
字
菅
浜
六
四
に
移
転
し
た
と
す
る
記
述
が
あ
る

こ
と
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
下
の
町
に
含
ま
れ
る
⑮
左
近
ノ
原
の
大
屋
氏
屋
敷
は
、﹇
表
3
﹈
に
お
い

て
中
在
地
の
内
と
な
っ
て
い
る
。
中
在
地
の
和
田
・
小
南
・
檀
の
三
氏
の
屋
敷
は

 

付
録
2
と
対
応
す
る
。
⑬
ミ
ツ
ヤ
原
に
は
林
氏
（
屋
号
ミ
ツ
ヤ
）
と
三み
た
に谷
氏
（
今

か
ら
百
年
以
上
前
に
退
出
）
の
墓
地
が
あ
り
、
現
在
は
⑪
池
の
原
に
あ
る
林
氏
の

屋
敷
も
か
つ
て
は
こ
こ
に
存
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
検
地
帳
に
み
る
三
屋
川
原

の
三
屋
氏
屋
敷
は
こ
れ
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
42
〉
な
ど
の
「
中
畑
」
地
名
は
、〈
37
〉
典
拠
の
端
裏
書
に
「
観
音
堂
の
向
谷

口
文
書
」、
文
書
本
文
に
「
在
所
ハ
中

小
谷
口
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、﹇
12
﹈
観

音
谷
に
比
定
し
た
。 

付
録
2
の
通
り
、﹇
12
﹈
観
音
谷
と
⑬
ミ
ツ
ヤ
原
の
境
界
に

は
檀
氏
の
屋
敷
が
あ
る
。〈
42
〉「
中
畑
檀
上
」
と
〈
54
〉「
壇
之
上
」
は
い
ず
れ

も
そ
の
付
近
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。

⑭
田
中
原
は
中
の
町
域
で
も
耕
地
面
積
が
大
き
く
、
公
文
岡
田
氏
の
屋
敷
の
所

在
地
で
も
あ
る
た
め
、
特
に
土
地
売
券
が
集
中
し
て
い
る
。
久
多
川
が
湾
曲
す
る

付
近
は
「
か
わ
く
ぼ
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、〈
68
〉
な
ど
は
同
地
に
比
定
で
き
る
。

ほ
か
、「
か
わ
く
ぼ
」
の
対
岸
に
あ
る
「
ど
う
の
た
ん
」
と
称
さ
れ
る
谷
に
は

〈
72
〉
を
比
定
し
た
。
検
地
帳
に
お
い
て
中
在
地
の
内
と
さ
れ
る
小
字
「
中
垣
内
」

に
は
「
ひ
へ
田
」
が
多
い
こ
と
か
ら
、〈
73
〉
を
中
の
町
域
の
内
に
比
定
し
た
。

〈
74
〉
典
拠
の
端
裏
書
に
は
「
い
く
ち
の
田
の
文
書
」、
文
書
本
文
に
は
「
在
所
岩

林
カ
キ
ウ
チ
也
」
と
記
さ
れ
る
。﹇
表
2
﹈
で
は
中
在
地
の
小
字
に
「
い
く
ち
」

が
あ
り
、﹇
表
3
﹈
で
は
小
南
垣
内
に
岩
林
氏
の
屋
敷
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

岩
林
氏
の
屋
敷
を
中
の
町
域
に
比
定
し
た（
37
）。〈
75
〉
は
中
在
惣
中
が
所
持
し

た
土
地
の
売
却
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
中
の
町
域
に
比
定
し
た
。

（
3
）
下
の
町
域

現
在
の
下
の
町
に
は
、瑠
璃
光
山
自
性
寺
が
あ
る
。
筆
者
は
小
瀧
忠
雄
氏
よ
り
、

こ
れ
が
本
来
別
の
寺
院
で
あ
っ
た
自
性
寺
と
瑠
璃
光
寺
を
合
わ
せ
た
寺
院
で
あ
る

と
伺
っ
て
い
る
。
小
瀧
氏
に
閲
覧
を
許
さ
れ
た
自
性
寺
「
過
去
簿
」
の
末
尾
に
は
、

「
山
城
国
愛
宕
郡
久
多
庄
下
村
瑠
璃
光
山
自
性
禅
寺
常
什
物
伊
東
餅
田
両
家
有
故

相
続
人
者
男
女
共
永
代
居
士
大
姉
赦
之
也
為
法
恩
報
謝
新
調
之
者
也
于
時
文
政
六

癸
未
年
卯
月
八
日
現
住
昌
道
改

」
と
あ
り
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
時
点

に
は
現
在
の
一
か
寺
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る（
38
）。

「
過
去
簿
」
に
は 

付
録
2
の
原
図
に
も
記
録
が
な
い
石
田
氏
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、同
氏
が
か
つ
て
下
の
町
域
に
屋
敷
を
構
え
た
住
民
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

中
世
史
料
で
石
田
の
地
名
を
記
す
〈
90
〉〜〈
92
〉
の
比
定
は
こ
れ
に
則
っ
た
。
ほ

か
「
過
去
簿
」
に
記
載
さ
れ
る
近
世
の
家
名
の
う
ち
、
現
在
の
久
多
の
住
民
に
確

認
で
き
な
い
も
の
で
は
、
大
黒
谷
・
尾
越
・
木
地
屋
・
高
橋
・
東
海
道
・
谷
端
・

二
ノ
谷
・
橋
本
・
番
人
の
諸
氏
が
あ
る
。
高
橋
氏
に
つ
い
て
は
、
久
多
川
を
挟
ん

だ
⑱
山
花
街
道
の
対
岸
に
「
た
か
は
し
」
の
地
名
が
残
さ
れ
て
お
り
、
同
氏
の
屋

敷
が
か
つ
て
こ
こ
に
存
在
し
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

⑮
左
近
ノ
原
に
は
大
屋
氏
の
屋
敷
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、〈
77
〉〜〈
79
〉

〈
81
〉
を
比
定
し
た
。
検
地
帳
の
第
16
〜
19
筆
で
は
「
大
屋
ノ
向
」
に
中
座
神
主

の
田
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
、〈
80
〉
を
比
定
し
た
。
ほ
か
〈
93
〉〜〈
95
〉
は
﹇
表

2
﹈
と
対
照
し
て
、
下
の
町
域
に
比
定
し
た
。
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（
4
）
川
合
町
域

現
在
の
川
合
町
に
は
、
㉕
椿
原
と
㉗
川
合
原
に
数
件
ず
つ
の
屋
敷
が
あ
る
。
中

世
史
料
に
み
る
地
名
「
牧
野
」
と
「
今
坂
」
は
下
の
町
域
と
の
境
界
地
帯
に
あ
た

る
。「
風
呂
」は
㉕
椿
原
と
㉗
川
合
原
と
の
間
の
谷「
ふ
ろ
ん
た
ん
」に
比
定
し
た
。

い
ず
れ
も
集
落
域
か
ら
離
れ
て
お
り
、売
買
の
対
象
も
山
地
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

な
お
、﹇
表
3
﹈
で
は
岡
田
氏
本
家
の
屋
号
で
あ
る
田
中
が
川
合
町
域
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
検
地
帳
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
宮
の
町
域

現
在
の
宮
の
町
に
は
㉙
隠
谷
、
㉛
林
前
原
、
33
中
坊
原
に
数
軒
ず
つ
の
屋
敷
が

あ
る
。﹇
表
3
﹈
に
み
る
屋
敷
の
う
ち
、
中
坊
・
竹
上
・
こ（

駒

池

）

も
い
け
・
河
原
・
北
谷
・

上
河
原
・
林
・
芝
原
の
諸
氏
は
、 付
録
2
で
屋
敷
の
位
置
を
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

常
本
治
氏
よ
り
閲
覧
を
許
さ
れ
た
龍
宝
寺
の
「
過
去
簿
」（
複
写
物
）
に
は
、

現
在
の
宮
の
町
に
は
居
住
さ
れ
な
い
三
宅
氏
の
名
前
が
、
弘
化
三
年
か
ら
明
治

三
十
八
年
の
間
の
死
没
者
名
に
認
め
ら
れ
た
。

現
在
こ
の
町
の
寺
院
は
龍
宝
寺
の
一
か
寺
で
あ
る
。
同
じ
く
常
本
治
氏
よ
り
閲

覧
を
許
さ
れ
た
明
治
十
九
年
二
月
十
九
日
「
寺
籍
財
産
明
細
帳　

山
城
国
愛
宕
郡

久
多
村
字
宮
ノ
谷
組
龍
寶
寺
」（
複
写
物
）
に
は
、
こ
の
寺
院
の
「
開
創
」
に
触

れ
て
、宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
再
建
さ
れ
た
寺
院
が
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

に
中
興
さ
れ
た
も
の
と
記
し
て
あ
る（
39
）。
先
掲
の
川
嶋
將
生
氏
の
検
討
に
よ
る

と
、
寛
文
十
年
の
宮
谷
村
に
は
竜0

雲
庵
と
宝0

聚
庵
の
二
か
寺
が
存
在
し
た
。
下
の

町
の
事
例
を
勘
案
す
る
と
、
現
在
の
龍
宝
0

0

寺
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の
寺
院
を
統
合
し

た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
中
世
史
料
で
「
上
宮
」（
上
の
宮
神
社
）
と
対
照
さ
れ
る
「
下
宮
」
は
現

在
の
志
古
淵
神
社
に
比
定
し
た
。

三　

名
・
垣
内
・
屋
敷
の
関
係

前
章
の
成
果
を
も
と
に
、
本
章
で
は
土
地
単
位
の
点
か
ら
久
多
郷
の
景
観
を
検

討
す
る
。

一
般
に
垣か
い
と内
と
は
「
古
代
―
中
世
、
開
発
耕
地
の
周
囲
に
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
開

発
者
の
占
有
を
示
し
た
も
の
」、
名み
ょ
う（
田
）
と
は
「
平
安
後
期
―
中
世
・
国
衙
領

を
構
成
し
た
土
地
制
度
上
の
基
礎
単
位
で
、
年
貢
・
公
事
賦
課
の
単
位
」
と
説
明

さ
れ
る（
40
）。
し
か
し
、
名
は
住
民
の
生
活
実
態
に
即
し
て
設
定
さ
れ
、
集
落
と

一
致
す
る
規
模
を
持
つ
場
合
も
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
徴
税
単
位
と
し
て
の
み
機
械

的
に
設
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る（
41
）。
中
世
の
徴
税
「
制
度
」
が
、
法
的
な
裏
付

け
を
も
っ
た
現
代
の
制
度
と
は
異
な
り
、
荘
園
現
地
の
実
情
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に

運
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
久
多
の
中
世
史
料
と
検
地
帳
か
ら
「
垣
内
」
が
つ
く
地
名
を
列
挙
す
る
と
、

「
小
畑
垣
内
」「
中
嶋
垣
内
」「
池
か
い
と
」「
小
南
垣
内
」「
坊
か
い
と
」「
中
畑
ノ

カ
イ
ト
」「
三
屋
垣
内
」「
田
中
垣
内
」「
中
垣
内
」「
さ
は
垣
内
」「
小
瀧
垣
内
」「
自

性
寺
垣
内
」「
か
う
と
か
い
垣
内
」「
東
垣
内
」「
職
事
田
垣
内
」「
こ
く
ぜ
垣
内
」「
大

西
垣
内
」「
高
瀬
垣
内
」「
白
垣
内
」「
大
和
垣
内
」
な
ど
が
あ
る
（﹇
表
4
﹈・
岡

二
〇
五
）。 
付
録
2
や
﹇
表
4
﹈
で
は
、こ
れ
ら
と
同
じ
地
名
が
「
街
道
」
や
「
原
」

の
つ
く
地
名
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
久
多
川
で
縁
取
ら
れ
た
自
然
地
形
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六
一

的
な
耕
地
塊
で
、
そ
の
多
く
に
は
、
○
○
街
道
や
○
○
原
の
○
○
を
家
名
や
屋
号

と
す
る
家
の
屋
敷
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
屋
敷
が
中
世
末
に
遡
り
得
る
こ
と
は
、
前

章
で
﹇
表
3
﹈
を
参
照
し
つ
つ
検
討
し
た
通
り
で
あ
る
。
中
世
後
期
に
家
名
と
家

産
と
屋
敷
を
持
つ
民
衆
の
永
続
的
な
イ
エ
が
成
立
す
る
と
の
指
摘
に
し
た
が
え

ば（
42
）、
久
多
郷
で
は
ま
さ
に
十
五
世
紀
頃
に
住
民
の
イ
エ
が
成
立
し
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
土
地
と
屋
敷
の
繋
が
り
が
史
料
上
に
表
れ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
出

来
る
。

つ
ぎ
に
名
と
垣
内
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
久
多
庄
の
名
を
一
覧
に
し
た

史
料
に
は
、
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）「
山
城
国
久
多
本
庄
拾
名
田
地

御
年
貢

注
文
事
」（
岡
二
六
）、
文
明
十
八
年
「
公
方
年
貢
之
帳
」（
岡
八
五
）、
文
亀
二
年

「
公
方
年
貢
之
帳
」（
岡
一
〇
八
）
に
加
え
、
過
去
の
河
成
で
「
天
文
十
五
年
よ
り

壱
石
一
升
二
合
分
成
二
御
免
許
一
候
」
旨
を
記
し
た
天
文
十
七
年
の
「
日
記
」（
岡

二
〇
五
）、
年
未
詳
の
「
段
銭
引
付
帳
」（
岡
二
六
二
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料

に
み
る
名
は
、
十
個
（
岩
葺
名
〈
岩
渕
名
〉・
木
戸
名
・
和
田
名
・
西
田
名
・
大

屋
名
・
糯
田
名
〈
の
ち
大
畑
名
か
〉・
高
瀬
名
・
清
三
郎
名
・
伊
藤
次
名
・
川
合
名
）

を
基
本
と
し
て（
43
）、
名
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
年
貢
額
の
変
動
は
小
さ
い
。
文
亀

二
年
の
洪
水
に
よ
っ
て
二
十
一
石
二
升
二
合
と
な
っ
た
定
年
貢
（
岡
一
〇
八
）
に

よ
る
収
納
は
、
請
取
状
か
ら
天
文
二
十
一
年
ま
で
続
い
た
こ
と
が
わ
か
る（
44
）。

そ
れ
で
は
年
貢
収
納
に
関
わ
る
名
は
、
垣
内
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

〈
15
〉「
合
一
所
者
〈
上
宮
前
あ
り
、
い
ハ
ふ
き
の
名
内
〉」

〈
21
〉「
公
方
年
貢
壱
斗
二
舛
、
名
を
や
岩
ふ
き
」

〈
22
〉「
年
貢
壱
斗
六
升
五
合
、
岩
フ
キ
へ
入
」

〈
33
〉「
公
方
壱
斗
陸
升
、
輪（

和
）田
名
え
可
レ
納
」

〈
34
〉「
公
方
年
貢
米
、
木
戸
名
へ
公
事
五
合
入
候
」

〈
48
〉「
公
方
者
弐
升
、
輪
田
名
に
可
レ
納
候
」

〈
78
〉「
公
方
年
貢
者
三
舛
也
、
大
江
之
名
也
」

こ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
岩
葺
名
・
和
田
名
・
木
戸
名
・
大
江
名
な
ど
の
名
に
お
い

て
は
、
そ
の
「
名
を
や
」
を
通
じ
て
「
公
方
年
貢
」
を
納
め
る
べ
き
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る（
45
）。
こ
れ
ら
の
名
が
設
定
さ
れ
た
耕
地
の
所
在
地
を
み
る
と
、〈
15
〉

〈
21
〉〈
22
〉
が
⑩
木
戸
街
道
、〈
33
〉〈
34
〉
が
⑫
小
南
原
（
坊
カ
イ
ト
）、〈
48
〉

が
﹇
12
﹈
観
音
谷
（
九
十
歩
）、〈
78
〉
が
⑮
左
近
ノ
原
と
な
っ
て
い
る
。〈
21
〉

の
「
名
を
や
岩
ふ
き
」
が
の
ち
の
上
の
町
の
岩
淵
氏
に
つ
な
が
る
家
を
指
す
の
で

あ
れ
ば
、〈
15
〉〈
21
〉〈
22
〉
の
岩
葺
名
は
名
主
岩
淵
氏
の
屋
敷
地
と
比
較
的
近

い
場
所
に
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
設
定
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。〈
33
〉
と
〈
48
〉

が
和
田
氏
屋
敷
の
所
在
地
近
く
に
小
字
を
ま
た
い
で
点
在
し
て
い
る
こ
と
も
同
じ

傾
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
他
方
で
〈
33
〉〈
34
〉
で
は
、
一
つ
の
垣
内
に
二
つ

の
名
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
垣
内
が
自
然

地
形
的
な
耕
地
単
位
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
名
は
領
域
性
を
持
た
ず
、
複
数
の
垣

内
に
ま
た
が
っ
て
分
散
的
に
設
定
さ
れ
た
徴
税
単
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す

る
。藤

木
久
志
氏
は
、
こ
の
十
個
の
名
が
、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
十
月
日
「
山

城
国
久
多
庄
十
人
百
姓
色
々
御
公
事
条
々
」（
岡
八
）
な
ど
に
み
る
鎌
倉
時
代
の

十
人
の
百
姓
を
単
位
と
し
た
公
事
賦
課
の
あ
り
方
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
以
降
の
再

編
成
を
受
け
て
、
創
出
さ
れ
た
も
の
と
論
じ
て
い
る（
46
）。
こ
の
十
人
の
百
姓
が

久
多
郷
の
草
分
け
的
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
子
孫
が
名
の
名
称
を
家
名
と
し
て
継
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上　

絢　

一

六
二

承
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
か
つ
て
の
名
主
、
岩
淵
・
木
戸
・
和
田
・
大
屋
・
餅
田
の

諸
氏
は
、 

付
録
2
の
原
図
が
描
か
れ
た
近
代
初
頭
ま
で
久
多
に
屋
敷
を
構
え
続

け
た
こ
と
に
な
る（
47
）。

な
お
、
西
田
名
の
名
主
と
み
ら
れ
る
家
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、〈
41
〉・
岡

七
八
の
西
田
姓
の
人
物
と
、〈
92
〉・
岡
二
五
一
の
石
田
姓
の
人
物
と
で
文
書
に
据

え
ら
れ
た
略
押
が
一
致
し
て
お
り（
48
）、
こ
れ
を
家
印
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
石
田

氏
は
西
田
氏
を
継
承
し
た
も
の
と
い
え
る（
49
）。
前
章
で
述
べ
た
通
り
、
石
田
氏

は
近
世
ま
で
下
の
町
域
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ほ
か
高
瀬
名
・
川

合
名
の
名
主
と
み
ら
れ
る
家
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
く
不
明
で
あ
る
。

む
す
び
に

本
稿
で
は
久
多
の
中
世
地
名
を
現
地
比
定
し
、
名
と
垣
内
と
屋
敷
の
関
係
を
論

じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
の
久
多
に
は
十
五
世
紀
頃
に
遡
る
地
名
と
住
民
の
家
名

と
屋
敷
地
と
が
、
高
い
割
合
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
現
象
の
要
因
と
し
て
は
、
中
世
の
久
多
郷
に
お
け
る
村
落
社
会
の
安
定
性
と

土
地
利
用
の
持
続
性
と
が
想
定
さ
れ
る
。

名
主
を
媒
介
と
し
た
徴
税
シ
ス
テ
ム
が
中
世
末
ま
で
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
、
荘

園
領
主
に
繋
が
る
村
落
社
会
の
枠
組
み
が
強
い
規
制
力
を
持
ち
続
け
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
住
民
の
中
で
も
特
に
主
だ
っ
た
家
の
存
続
は
一
程
度

保
証
さ
れ
た
も
の
と
推
察
す
る（
50
）。
ま
た
山
間
地
域
に
あ
り
な
が
ら
、
比
較
的

ま
と
ま
っ
た
面
積
を
も
つ
耕
地
と
、
一
定
の
水
量
を
誇
る
久
多
川
と
に
よ
る
安
定

し
た
耕
作
条
件
は
、
山
野
で
の
採
集
・
狩
猟
、
河
川
で
の
漁
撈
な
ど
と
と
も
に
、

中
世
の
久
多
郷
の
食
料
確
保
を
中
世
村
落
の
一
般
に
比
し
て
も
安
定
し
た
も
の
に

し
た
と
考
え
る
。
や
や
憶
測
を
交
え
た
考
察
と
な
る
が
、こ
の
よ
う
な
諸
要
因
が
、

中
世
の
久
多
郷
に
お
け
る
住
民
の
定
着
を
促
し
、
そ
の
退
転
や
社
会
的
・
経
済
的

な
変
動
を
防
い
だ
も
の
と
考
え
る
。
幸
い
に
も
久
多
郷
は
﹇
表
4
﹈
に
ま
と
め
た

も
の
を
含
む
百
点
以
上
の
史
料
か
ら
、
そ
の
領
域
内
部
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る（
51
）。
こ
の
よ
う
な
村
落
生
活
を
め
ぐ
る
諸
環
境
の
分
析
と
、
そ
れ
に

基
づ
く
他
の
荘
園
や
そ
の
下
に
あ
る
村
落
と
の
比
較
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

最
後
に
、
久
多
に
お
い
て
十
五
世
紀
頃
に
遡
る
多
く
の
地
名
・
家
名
・
屋
敷
地

が
は
る
か
近
現
代
に
ま
で
継
承
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、
近
世
に
お
け
る
朽
木
氏
の

支
配
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
三
月
晦
日
「
指
上
申

家
数
手
形
之
事
久
多
五
村
分
」（
士
15
）
は
、
久
多
五
か
村
の
肝
煎
・
年
寄
・
庄

屋
（
大
江
八
郎
右
衛
門
）
が
連
名
で
、
代
官
と
み
ら
れ
る
松
井
茂
右
衛
門
と
岡
田

太
郎
左
衛
門
に
宛
て
た
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
村
の
家
数
と
そ
の
内
訳
（
本
家

百
姓
・
御
奉
公
人
・
朽
木
様
御
家
来
・
大
工
な
ど
）
を
領
主
に
報
告
し
た
も
の
で
、

「
惣
領
之
外
家
を
建
、
家
替
分
申
儀
、
向
後
仕
間
敷
由
、
被
レ
為
二　

仰
出
一
奉
レ
畏

候
、
只
今
ま
て
有
来
ル
家
数
筋
目
之
外
、
減
増
無
レ
之
様
可
レ
仕
候
」
と
誓
約
し

て
い
る（
52
）。
こ
の
よ
う
に
近
世
の
久
多
五
か
村
で
は
家
数
が
固
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
住
民
構
成
に
大
き
な
変
動
は
起
こ
り
得
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
地
名
・
人
名
・
本
家
分
家
関
係
な
ど
、
屋
号
が
表
す
内
容
の
多
様

性
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
出
現
の
時
期
差
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
論
じ
残
し
た
。

こ
こ
で
は
、
近
世
に
お
け
る
朽
木
氏
の
支
配
と
そ
の
下
に
あ
る
久
多
五
か
村
の
様

相
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
中
世
に
お
け
る
久
多
郷
の
村
落
社
会
を
考
え
る
上
で
、



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷

六
三

極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
ひ
と
ま
ず
擱
筆
す
る
。

注

（
1
） 

京
都
市
歴
史
資
料
館
編
『
久
多
荘
文
書
』（
二
〇
一
八
年
）
解
説
。

（
2
） 

以
下
現
在
の
左
京
区
久
多
五
か
町
の
領
域
を
単
に
久
多
と
表
記
し
、
中
世
で
は
久

多
郷
、
近
世
で
は
久
多
五
か
村
と
表
記
す
る
。

（
3
） 

『
平
安
遺
文
』
二
二
八
一
号
。

（
4
） 

『
平
安
遺
文
』
二
九
七
七
号
。

（
5
） 

平
安
時
代
の
安
曇
川
流
域
に
お
け
る
摂
関
家
領
に
つ
い
て
は
、
戸
田
芳
実
「
摂
関

家
領
の
杣
山
に
つ
い
て
」『
初
期
中
世
社
会
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
局
、

一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
八
〇
年
）
参
照
。

（
6
） 

村
山
修
一
編
『
葛
川
明
王
院
史
料
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）
五
六
八
号
。

（
7
） 

『
大
日
本
古
文
書　

醍
醐
寺
文
書
』
一
四
〇
号
。

（
8
） 

川
嶋
將
生
「
久
多
―
そ
の
歴
史
と
景
観
―
」『「
洛
中
洛
外
」
の
社
会
史
』（
思
文
閣

出
版
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
七
四
年
）。

（
9
） 

徳
江
元
正
「
山
城
・
久
多
の
花
笠
踊
歌
本
二
種
〔
含
翻
刻
〕（
資
料
紹
介
）」（『
藝

能
史
研
究
』
四
〇
・
四
一
、
一
九
七
三
年
）、「
京
都
・
久
多
の
花
笠
踊
」（『
民
俗

芸
能
』
六
五
、
一
九
八
四
年
）。
福
持
昌
之
「
久
多
の
花
笠
踊
を
伝
え
る
地
域
―

一
九
七
〇
年
代
の
文
化
財
調
査
の
そ
の
後
」（『
藝
能
史
研
究
』
二
一
六
、
二
〇
一
七

年
）
な
ど
。

（
10
） 

福
田
栄
治
「
京
都
市
左
京
区
久
多
の
生
活
と
民
具
」（『
資
料
館
紀
要
』
三
、

一
九
七
四
年
）。
中
川
等
「
京
都
市
久
多
の
伝
統
的
な
住
生
活
と
民
家
の
内
部
構
成
」

（『
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
研
究
報
告
集
．
計
画
系
』三
一
、
一
九
九
一
年
）な
ど
。

（
11
） 

中
島
誠
一
「
京
都
左
京
区
久
多
の
炭
窯
」（『
近
畿
民
具
』
八
、
一
九
八
四
年
）。

（
12
） 

宮
﨑
健
司
「
京
都
市
左
京
区
久
多
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』」（『
博
物
館
研
究
』

四
七
（
三
）、二
〇
一
二
年
）、「
久
多
の
木
造
五
輪
塔
」（『
大
谷
学
報
』
九
三
（
二
）、

二
〇
一
四
年
）。

（
13
） 

高
村
隆
「
十
五
・
十
六
世
紀
に
お
け
る
村
落
の
領
主
層
に
つ
い
て
―
売
券
を
中
心
に

し
て
―
」（『
地
方
史
研
究
』
二
一
（
六
）、
一
九
七
一
年
）、「
中
世
後
期
山
城
国
久

多
庄
の
村
落
体
制
」（『
中
世
史
研
究
』
五
、
一
九
七
二
年
）。

（
14
） 

藤
木
久
志
「
荘
園
制
解
体
期
の
村
落
と
領
主
」『
戦
国
社
会
史
論
』（
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
七
四
年
、
初
出
一
九
七
三
年
）。

（
15
） 

酒
匂
由
紀
子
「
戦
国
期
京
都
の
「
土
倉
」
と
大
森
一
族
」（『
日
本
史
研
究
』

六
二
五
、
二
〇
一
四
年
）。
西
島
太
郎
「
中
・
近
世
移
行
期
に
お
け
る
在
地
領
主
の

代
官
請
に
つ
い
て
―
山
城
国
久
多
郷
を
例
に
―
」『
戦
国
期
室
町
幕
府
と
在
地
領
主
』

（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
）。

（
16
） 

酒
井
紀
美
「
村
落
間
相
論
の
作
法
」『
日
本
中
世
の
在
地
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）。
坂
田
聡
「
南
北
朝
内
乱
期
の
村
落
間
相
論
と

村
の
自
力
―
葛
川
と
久
多
荘
の
堺
相
論
を
素
材
に
―
」『
日
本
中
世
の
氏
・
家
・
村
』

（
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）。
大
山
喬
平
「
中
世
人
は
裁
判

で
何
を
争
っ
た
か
」『
日
本
中
世
の
ム
ラ
と
神
々
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
、

初
出
二
〇
〇
七
年
）。

（
17
） 

勝
田
至
「
中
世
史
研
究
と
民
俗
学
」（
網
野
善
彦
ほ
か
編
『
歴
史
学
と
民
俗
学
』
日

本
歴
史
民
俗
論
集
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）。
川
嶋
「
惣
の
印
・
惣

の
花
押
」（
注
8
書
、
初
出
一
九
九
七
年
）。
大
村
拓
生
「
久
多
荘
に
お
け
る
売
券

と
署
判
」
第
九
回
中
世
地
下
文
書
研
究
会
報
告
（
於
機
関
紙
会
館
、
二
〇
一
八
年

十
月
十
五
日
）。

（
18
） 

注
1
書
。

（
19
） 

そ
れ
ま
で
は
京
都
市
編
『
史
料
京
都
の
歴
史
8
左
京
区
』（
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
）

の
史
料
紹
介
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

（
20
） 
『
久
多
荘
文
書
』
か
ら
の
引
用
は
、
文
書
群
を
そ
れ
ぞ
れ
岡
・
東
・
自
と
略
し
、
同

書
の
文
書
番
号
を
付
し
て
示
す
。

（
21
） 

「
士
竪
家
文
書
」
の
引
用
は
、
文
書
群
を
士
と
略
し
、
歴
彩
館
の
収
蔵
番
号
を
付
し

て
示
す
。
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六
四

（
22
） 

伝
来
の
経
緯
は
不
明
。
筑
波
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
文
理
科
大
学
時
代
に
宮
座

の
研
究
に
従
事
し
た
肥
後
和
男
氏
が
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
23
） 

h
ttp

s://w
w

w
.tu

lip
s.tsu

k
u

b
a.ac.jp

/search
/

（
最
終
閲
覧
日
・
令
和
元
年
十
月

十
五
日
）

（
24
） 

西
島
、
注
15
論
考
。

（
25
） 

左
京
久
多
（
56
）
―
（
59
）。

（
26
） 

http://w
w

w
.archives.kyoto.jp/

（
最
終
閲
覧
日
・
令
和
元
年
十
月
十
五
日
）。

（
27
） 

そ
の
一
部
に
は
「
用
地
課
所
蔵
時
代
に
、
京
都
市
か
ら
原
本
を
借
用
し
て
撮
影
し

た
も
の
」
と
の
解
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
28
） 

簿
冊
番
号
：
官
有
地
籍
図
０
５
１
〜
０
５
４
、
簿
冊
名
：
愛
宕
郡
51
久
多
村
（
甲
）

〜
54
久
多
村
（
山
地
）。

（
29
） 

「
官
有
地
籍
図
」
の
一
部
に
は
「
愛
宕
郡
久
多
村
地
主
総
代
」
下
手
忠
次
郎
・
岡
田

平
八
郎
・
中
坊
市
之
丞
ら
の
署
名
・
捺
印
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
現
時
点
で
こ

れ
ら
三
名
の
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
。

（
30
） 

『
葛
川
明
王
院
史
料
』
嘉
吉
三
年
針
畑
惣
庄
証
文
（
八
八
一
号
）。
明
応
六
年
途
中

惣
庄
書
状
（
八
三
〇
号
）。
葛
川
惣
庄
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
世
後
期
に
お
け
る

近
江
国
葛
川
の
領
有
体
系
」（『
史
林
』
一
〇
二
（
四
）、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

（
31
） 

以
後
「
上
村
」
の
地
域
呼
称
は
十
六
世
紀
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
た
。〈
2
〉〈
6
〉

〈
13
〉〈
14
〉〈
49
〉〈
81
〉
参
照
。

（
32
） 

川
嶋
、
注
8
論
考
。

（
33
） 

た
だ
し
下
の
町
の
自
性
寺
に
つ
い
て
は
、〈
96
〉「
地
聖
寺
」
と
の
関
連
が
示
唆
さ

れ
る
。

（
34
） 

石
札
に
つ
い
て
は
近
畿
地
方
に
み
ら
れ
る
民
俗
行
事
「
勧
請
掛
」
と
の
比
較
が
課

題
と
な
る
。

（
35
） 

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
世
史
料
に
み
る
「
後
木
戸
」
や
「
中
三
屋
」
な
ど
の
「
後
」

や
「
中
」
の
字
は
分
家
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
考
え
る
。

（
36
） 

歴
彩
館ID

：0000444572

。

（
37
） 

な
お
次
項
で
紹
介
す
る
下
の
町
自
性
寺
の
「
過
去
簿
」
に
は
歴
代
住
持
の
記
録
が

あ
り
、
こ
の
う
ち
昭
和
四
十
六
年
に
亡
く
な
っ
た
二
十
七
世
の
住
持
は
「
中
ノ
町

岩
林
家
」
の
出
身
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
38
） 

下
の
町
「
過
去
簿
」
の
末
尾
余
白
部
分
に
は
別
筆
で
次
の
「
附
記
」
が
あ
る
。

 

　
　
　
　
　

附
記

 

現
今
の
自
性
寺
は
自
性
寺
真
言
瑠
璃
光
寺
天
台
盛
源
庵
曹
洞
の
三
寺
を
徳
川
」
幕

府
の
宗
帳
条
目
に
依
り
合
し
た
る
も
の
に
て
時
の
住
持
盛
源
庵
明
忍
和
尚
に
」
成

功
す
」
瑠
璃
光
寺
ハ
元
天
台
の
廃
坊
た
り
し
を
崇
源
居
士
朽
木
氏
に
依
り
て
再
興

せ
ら
れ
代
々
」
餅
田
家
の
氏
寺
な
る
に
自
性
盛
源
の
二
寺
を
合
す
」
盛
源
庵
ハ
盛

源
旦
☒
ニ
依
り
て
開
か
れ
大
江
氏
の
氏
寺
な
る
を
明
忍
和
尚
自
性
寺
」
と
改
む
源

庵
和
尚
ハ
氏
寺
の
開
山
な
り
」
自
性
寺
ハ
引
尾
の
地
蔵
堂
の
み
別
ニ
由
緒
な
り
定

ま
れ
る
旦
徒
な
」
し
唯
岩
渕
家
（
家
祖
名
ハ
阿
渡
通
称
思
子
淵
久
多
郷
を
開
き
代
々

当
地
の
酋
長
な
り
し
人
の
相
続
し
つ
る
家
の
名
。
今
は
な
し
）
の
建
立
な
る
故
ニ

郷
中
の
帰
崇
☒
☒
か
し
」

（
39
） 

以
下
に
「
開
創
」
に
関
わ
る
部
分
を
引
用
す
る
。

 

根
源
ノ
創
立
タ
ル

不
明
瞭
ナ
レ
𪜈
古
老
ノ
伝
説
ニ
ハ
往
古
ハ
比
」
叡
山
廃
坊
ナ

リ
シ
モ
ノ
ト
乎
ニ
テ
年
ヲ
経
ル

久
シ
キ
ニ
至
ル
然
ル
ニ
」
宝
暦
四
甲
戌
年
三
月

十
二
日
本
寺
十
八
世
畿
外
祖
寰
和
尚
此
」
地
ヲ
得
テ
再
建
シ
以
テ
始
祖
ト
ナ
ル
然

レ
𪜈
従
来
山
居
ノ
地
ニ
シ
テ
」
常
住
ナ
ク
唯
壱
人
ニ
供
ス
ル
ノ
ミ
然
ル
ヲ
天
明
七

丁
未
年
九
月
十
三
」
日
看
佳
孤
峰
仙
巌
長
老
自
撤
衣
資
更
ニ
為
法
憧
地
」
謹
テ
本

師
鉄
印
寂
文
和
尚
ヲ
勧
請
シ
テ
令
為
伝
法
中
」
興
開
山
者
也
」

（
40
） 

朝
尾
直
弘
ほ
か
編
『
新
版 

日
本
史
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
）。

（
41
） 

水
野
章
二
「
鎌
倉
期
の
村
落
と
荘
園
制
―
丹
波
国
大
山
荘
の
研
究
Ⅲ
」『
日
本
中
世

の
村
落
と
荘
園
制
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）。

（
42
） 

坂
田
聡
「
中
世
村
落
の
構
造
と
家
」（
注
16
書
、
初
出
一
九
八
九
年
）。

（
43
） 
岡
一
〇
八
に
の
み
「
公
文
名
」
が
あ
る
。

（
44
） 
岡
一
二
六
・
一
三
五
・
一
三
七
・
一
三
九
・
一
四
二
・
一
四
六
・
一
五
〇
・
一
六

一
・
一
七
九
・
一
八
四
・
一
九
〇
・
一
九
二
・
一
九
七
・
二
一
二
。

（
45
） 

〈
35
〉「
公
方
一
斗
二
升
二
合
、
為
二
作
人
一
可
レ
弁
」
と
あ
る
よ
う
に
、
公
方
年
貢
を



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷

六
五

「
名
を
や
」
へ
納
め
る
の
は
そ
の
耕
地
の
「
作
人
」
で
あ
っ
た
。

（
46
） 

藤
木
、
注
14
論
考
。

（
47
） 
久
多
の
名
主
は
「
名
を
や
」
と
し
て
名
の
年
貢
徴
収
を
取
り
纏
め
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
が
、そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
長
禄
三
年
二
月
日
付
の
「
久
多
郷
山
杉
板
」

の
伐
採
が
出
来
か
ね
る
旨
領
主
に
誓
約
し
た
起
請
文
の
案
文
（
岡
五
九
）
に
は
、

日
下
か
ら
奥
に
向
か
っ
て
百
姓
・
名
主
・
公
文
の
署
判
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
名

主
は
公
文
の
岡
田
氏
に
次
い
で
久
多
惣
庄
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ほ
か
名
主
に
つ
い
て
は
、〈
15
〉
で
「
名
主
い（
ち
脱
カ
）

は
ふ
の
宮
内
」
が
売
券

に
略
押
を
据
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
48
） 

大
村
、
注
17
報
告
資
料
を
参
照
し
た
。

（
49
） 

家
印
に
つ
い
て
は
、
薗
部
寿
樹
「
丹
波
国
山
国
荘
に
お
け
る
木
印
署
判
」「
山
国
荘

井
戸
村
江
口
家
の
木
印
」『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
』（
小
さ
子
社
、
二
〇
一
八

年
、
初
出
二
〇
一
六
年
・
二
〇
一
八
年
）、
春
田
直
紀
「
浦
刀
祢
家
文
書
の
世
界
」

同
編
『
中
世
地
下
文
書
の
世
界
―
史
料
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
50
） 

他
方
で
、
中
世
久
多
郷
の
文
書
に
は
「
権
守
」
な
る
称
号
を
持
つ
人
名
が
散
見
さ

れ
る
。
こ
れ
は
久
多
郷
の
内
部
で
通
用
し
た
独
自
の
官
途
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の

実
態
の
解
明
は
、
久
多
郷
に
お
け
る
身
分
秩
序
や
宮
座
の
運
営
を
明
ら
か
に
す
る

う
え
で
重
要
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
51
） 

家
文
書
と
共
有
文
書
が
揃
う
久
多
郷
に
お
け
る
史
料
の
残
り
方
は
、
近
隣
の
丹
波

国
山
国
庄
な
ど
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
52
） 

こ
の
史
料
で
記
録
さ
れ
る
家
数
は
、
上
村
四
七
軒
（
本
家
百
姓
二
八
軒
）・
中
在
地

村
二
四
軒
（
同
一
〇
軒
）・
下
村
四
八
軒
（
同
二
軒
）・
川
合
村
一
九
軒
（
同
一
三
軒
）・

宮
谷
村
三
四
軒
（
同
二
七
軒
）
で
、
五
か
村
の
合
計
は
一
七
二
軒
（
同
八
八
軒
）。

〔
付
記
〕

 

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
本
文
中
に
お
名
前
を
お
示
し
し
た
方
を
含
む
、
多

く
の
方
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
故
岡
田
芳
治
氏
に
は
、
お
会
い
し
た

わ
ず
か
な
時
間
の
う
ち
に
、
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
。
皆
様
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。



村　

上　

絢　

一

六
六



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷

六
七



村　

上　

絢　

一

六
八

 



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷

六
九



村　

上　

絢　

一

七
〇



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷

七
一



村　

上　

絢　

一

七
二



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷

七
三



村　

上　

絢　

一

七
四



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷

七
五



村　

上　

絢　

一

七
六



山
城
国
久
多
郷
（
京
都
市
左
京
区
久
多
）
の
中
世
地
名
と
名
・
垣
内
・
屋
敷

七
七


